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住まいづくり

住宅内での事故を低減するためのバリアフリー化、住宅の消費エネルギー量の低減を図る省エネ化、住宅
の安全性を向上させる防災化など、県民の将来的な安全や安心につながる一定の性能向上を図る住宅リ
フォームへの支援を行います。【平成25年度新規事業】

1 長崎県住宅性能向上リフォーム支援事業

今後、団塊の世代が後期高齢者となった時の高齢者向け住宅不足に対応するため、バリアフリー構造（段差解
消、手すり設置など）を備え、安否確認・生活相談サービスやその他のサービスを提供する住宅を整備します。

2 サービス付き高齢者向け住宅
　

バリアフリー・安全型リフォーム

・台所のバリアフリー工事 ・外壁の断熱工事
・耐風瓦の設置工事

工事例

内部
廊下・階段の
バリアフリー化

屋根

屋根の防災化

②省エネルギー型リフォーム
補助率：１／５
限度額：３０万円

③防災型リフォーム
補助率：１／５
限度額：３０万円

①バリアフリー・安全型リフォーム
補助率：１／５
限度額：２０万円

窓・外壁の
省エネルギー化

※第13回長崎県木造住宅コンクール作品集より

改修後

手すり付きの廊下

事 例

平成２３年度～平成２６年度末 約１，５００戸
登録件数：平成２４年度末現在 １，９７６戸

供給目標

改修前 改修後改修前

省エネルギー型リフォーム
防災型リフォーム

断熱材の施工

複層ガラス窓設置

耐風瓦での葺き替え 引戸に交換
手すり設置

滑り止め設置

段差解消

●デイサービスセンター
●診療所
●訪問看護ステーション
●ヘルパーステーション
●交流施設　等

サービス付き
高齢者向け住宅

多世代の交流

住み慣れた環境で

地域の福祉・医療・交流の拠点

必要なサービスを受けながら暮らし続ける国交省パンフレットより国交省パンフレットより

問合せ先 住宅課

問合せ先 住宅課

窓・壁
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　県営住宅のバリアフリー性能、及び居住性向上を目的として、地域の実情に合せて、既存住宅をバリアフ
リー改善する場合と、解体して建替える場合があります。また、同じ団地内で、改善事業と建替事業を同時
に行うこともあります。

3 県営住宅の建設、バリアフリー改修事業

　市街地再開発事業は、複数の敷地を共同化し、土地の合理的かつ健全な土地利用を行うことで、都市機
能の更新と、都心居住の推進や、中心市街地の活性化を図り、豊かで潤いと賑わいのある都市空間を創造
する事業です。

4 市街地再開発

　　　※県総合計画による目標
・県営住宅のバリアフリー化：50%（H27）
・H24年度末の実績　　　　　46.3％

工事例

目標の設定

バリアフリー
改善の工事例

佐世保市
栄・常盤市街地再開発事業

バリアフリー改善

建 替

浴室の改修

手すり設置

エレベーター設置

深堀団地C1、２、３棟

久原第2団地A棟

問合せ先 住宅課

問合せ先 住宅課

大村市
上駅通り市街地再開発事業

平成25年1月に建物竣工


